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            主     文 

       本件上告を棄却する。 

       当審における未決勾留日数中１１０日を本刑に算入する。 

            理     由 

 弁護人奥村徹の上告趣意は、単なる法令違反、量刑不当の主張であって、刑訴法

４０５条の上告理由に当たらない。 

なお、１８歳未満の者を現に監護する者（以下「監護者」という。）の身分のな

い者が、監護者と共謀して、監護者であることによる影響力があることに乗じて当

該１８歳未満の者に対し性交等をした場合、監護者の身分のない者には刑法６５条

１項の適用により監護者性交等罪（令和５年法律第６６号による改正前の刑法１７

９条２項）の共同正犯が成立すると解するのが相当である。被告人は、当時１６歳

であった本件児童の監護者ではないが、監護者である同児童の実母と意思を通じ、

被告人との性交に応じるよう同実母から説得等された同児童と性交をしたというの

であるから、被告人に監護者性交等罪の共同正犯が成立することは明らかである。 

よって、刑訴法４１４条、３８６条１項３号、刑法２１条により、裁判官全員一

致の意見で、主文のとおり決定する。 
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